
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 蛍光灯の値段が１０００円，１０００時間分の電 

  気代が２２０円，寿命が１００００時間のとき 

 

  貴台 

教科に関する調査の設問別の分析結果 
平成２１年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 Ｂ問題 ３（２） 

【出題の趣旨】 

 グラフ上の点の y 座標を事象に対応させ

て，解釈することができるかどうかをみる。

 
【学習指導要領の内容・領域】 
第２学年 Ｃ 数量関係 

（１） 具体的な事象の中から二つの数量を取

り出し，それらの変化や対応を調べる

ことを通して，一次関数について理解

するとともに，関数関係を見出し，表

現し考察する能力を養う。 
イ 一次関数のとる値の変化の割合とグラ

フの特徴を理解するとともに，一次関

数を利用できること。 

 
 
・グラフ上の点の x 座標，y 座標を読み取る力。 
・必要な情報をよみとり，事象を数学的に解釈する力。 
 
 
・解答類型１について（本校 8.8％） 
  点Ａの x 座標の１０００から，表で該当する電球１個の値段を答えている。y 座標ではなく，x 座標を読んで間違えて

いる。 

・解答類型２について（本校 21.6％） 
  電球の代金１０００円から上の部分の電気代２２０円に注目したため，電気代と誤って答えている。y 座標は原点から

の高さであることに注意が向けられていない。 

・解答類型４について（本校 5.9％） 
  解答類型１と同様，x 座標の１０００から，表中にある電気代（１０００時間）を解答として選び，誤っている。 
・解答類型５について（本校 3.9％） 

  問題文を正しく読み取れていない。 
・無解答（本校 1.0％） 
  問題文を読み取れていない。 

 
また，A 問題の 12２元１次方程式の解を座標とする点の集合がどのようになるかを選ぶ問題でも通過率が全国平均

35.9％に対し本校は 30.4％と 5 ポイント下回っている。これに対してＡ問題の９(2)（２，３）の位置を座標平面上に示す

問題については，全国平均 77.1％ に対して本校の平均は 82.4％と 5 ポイント以上，上回っている。このことから，座標

平面上の一つの点については，座標の表し方が定着しているものの，グラフ上の点になると，座標の読み取りが十分にで

きておらず，またその点の座標と対応する２つの数量とを関連づけることが十分にできていないところに課題がある。 

この問題を解くために必要な力 

誤答分析 

解答類型 ア イ ウ◎ エ オ 
左記 

以外 
無解答

本校の割合

（％） 
8.8 21.6 58.8 5.9 3.9 0.0 1.0 

全国の割合

（％） 
6.2 20.3 61.7 6.9 3.6 0.0 1.2 

 正答率 

本 校 58.8％ 

広島県 61.5％ 

全 国 61.7％ 

 

呉市立和庄中学校 数



 

 

  ○ 呉線のダイヤグラムから時間と列車の位置を読み取り，考察する 

    課題に取り組ませる。 

 

    【課題】・列車Ａは呉駅で何分停車するか。 

        ・列車Ａと列車Ｂはいつ，どこの駅ですれ違うか。 

        ・列車Ｂと列車Ｃのグラフの傾きが違うのはなぜか。 

        ・列車Ｂと列車Ｃの順序が入れ替わるのはなぜか。 

 

 
 

○ 班(グループ)で取り組ませることで，主体的に課題解決で 
きるようにする。 

 
○ 考えたことを発表させることで，伝えあう力をつけさせる。 

 

○ 各班で一つのグラフをつくる中で，２つの数量を点で表 

す方法を全員に習得させる。 

 

  

 

○ ２乗に比例する関数を実生活の中に例をとり，２つの数量の組み合わせを点でとっていくことに

より，グラフが点の集まりであることを体感させる。 

 【課題】① 自転車の速度と制動距離 ④ 因島大橋の中央からの距離とケーブルの高さ 

② 風速と壁が受ける力   ⑤ パラボラアンテナの中心からの距離とお椀の高さ 

③ 身長と標準体重     ⑥ ウサイン・ボルトの２秒間 

      

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

  

 

 

 

 
 
 
 

【単元名】２乗に比例する関数（第３学年） 

調査結果からみる課題 

 
【課題となる力】 

・グラフ上の点の x 座標，y 座標を読み取る力。

・必要な情報を読み取り，事象を数学的に解釈す

る力。 
 

【指導上の課題】 

・座標平面上の単独の点の座標については，読み

取ることができるが，グラフ上の点については

座標を読み取り，数量に関連付ける指導が十分

にできていない。 
・グラフを直線または曲線の形状として指導して

はいるが，２次元の情報を持つ点の集まりであ

ることを意識させていない。 

指導改善のポイント 

 
 グラフ上の点の座標から必要な情報を読

み取り，事象を数学的に解釈し，考察させる。

グラフが２次元の情報を持つ点の集まりで

あることを体感させる。 

 
【指導の工夫】 

① 日常生活の中にある数量をグラフ化し，その中

から事象を数学的にとらえさせる。 
 
② 課題に，班(グループ)で取り組ませる。 

 

③ 点の集合としてグラフを描かせる。 

調査結果の分析をふまえた指導改善のポイント 

平成２１年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 Ｂ問題 ３（２） 

① 日常生活の中にある数量をグラフ化し，その中から事象を数学的にとらえさせる。 

② 課題に，班(グループ)で取り組ませる。 

様式２ 

③ 点の集合としてグラフを描かせる。 

Ａ 

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ 



 
 
 
 

 
 
１ 日  時    平成２１年１０月７日（水）５校時 
２ 場  所    ３年１組教室 
３ 学年・組    ３年１組（男子１８名 女子１８名 計３６名） 
４ 単 元 名    第４章 ２乗に比例する関数 
               
 
 

 
 本単元は，指導要領の「C   数量関係 （１）具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変

化や対応を調べることを通して，関数 y＝ax２について理解するとともに，関数関係を見出し表現し考察

する能力を伸ばす。」の部分にあたる。中学校３年間のしめくくりとしてこの関数 y＝ax２を学習するにあ

たり，既習の関数，比例・反比例・１次関数の学習を基として新しい関数の対応の特徴をつかませたい。

また，身の回りに多く見られる２乗に比例するという関係や放物線という特徴的な曲線に興味・関心を

持たせ，数学科の目標である「数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，それらを活用して考えたり，

判断したりしようとする態度を育てる。」に迫りたい。目標の後半にもあるように，様々な関数のグラフ

を考察したり,また活用したりできる力も身に付けさせたい。 

 
 
 

＜誤答分析から＞ 
平成２１年度の全国学力・学習状況調査の結果分析から，座標平面上の一つの点についてはその座標

を表す力は定着しているものの,グラフ上の点になると,座標の読み取りが十分にできていないこと,また

とその点の座標と対応する２つの数量とを関連づけることが十分にできていないところに課題がある。 
＜指導上の課題＞ 

座標平面上の単独の点の座標については,読み取ることができるが,グラフ上の点については座標を読

み取り,数量に関連づける指導が十分に指導できていない。またグラフを直線または曲線の形状として指

導してはいるが,２次元の情報を持つ点の集まりであることを意識させていない。 
 
 
 
 
① 日常生活の中にある数量をグラフ化し,その中から事象を数学的にとらえさせる。 

呉線のダイヤグラムから,時間と列車の位置を読み取り,考察する課題に取り組ませる。これによ

り,グラフ上の点がその点の x座標,y座標として２つの数量の対応を表現していることを理解させる

とともに,事象を数学的にとらえる力をつける。 

 

② 課題に，班(グループ)で取り組ませる。 

班(グループ)で取り組ませることで，主体的に課題解決に取り組ませる。また考えたことを発表

させることで，伝えあう力をつけさせる。各班で一つのグラフをかかせるなかで,２つの数量を点で

表す方法を全員に習得させる。 

 
③ 点の集合としてグラフを描かせる。 

２乗に比例する関数を実生活の中に例をとり,２つの数量の組み合わせを点でとっていくことに

より,グラフが点の集まりであることを体感させる。 

中学校第３学年 数学科学習指導案 

単元名：２乗に比例する関数  

単元について 

調査結果からみる課題 

指導改善のポイント 

様式３ 



 
 
 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 

数量，図形などについて

の知識・理解 

関数 y＝ax２の関係が，

実生活と深く関わって

いることに関心を持ち，

積極的に問題を解決し

ようとする。 

関数 y＝ax２のグラフ

の特徴をとらえたり，比

例定数とグラフとの関

係を考察したりするこ

とができる。 

具体的な事象の考察

に，関数 y＝ax２を活用

することができる。 

 

具体的な事象の中の

数量の関係を調べ，その

特徴を考察し，y＝ax２

の関係を見いだすこと

ができる。 

関数 y＝ax２の式から

表をつくり，そのグラフ

をかくことができる。 

 

 表，式，グラフを用い

て，関数y＝ax２の特徴を

理解する。 

関数y＝ax２のグラフの

かき方とその特徴を比

例定数の符号や絶対値

と関連付けて理解する。

 

 
 
 
 
（全１６時間） 

※太枠部分が課題となる力を特に育成する時間 

 
 
 
 

（１）本時の目標 

   グラフ上の点が２つの数量の対応を表していることを理解させる。 

   y＝ax２のグラフを対応する x,y を点で表し,それを無数に集めてできるものとして理解させる。 

 

 

 

 

評価 
次 学習内容 

（時数） 関 考 表 知 評価規準 評価方法

一 ２乗に比例する

関数 

（３） 

◎ 
 
 
 

  
 
 
  

○ 

・具体的な事象の中にある２つの数量の関係に関心を持

ち，観察，実験などを通して，関数 y＝ax２について調べ

ようとする。 

・関数 y＝ax２の変化や対応の特徴を理解している。 

行動観察 
発表 
ノート 

二 

関数 y＝ax２のグ

ラフ （４） 
【本時はその 

１時間目】 

  

◎ 
 
 
 
 

○ 

・関数 y＝ax２の式から表をつくり，そのグラフをかくこ

とができる。 

・関数 y＝x２のグラフをもとにして，関数 y＝ax２のグラ

フをかくことができる。関数 y＝ax２のグラフの特徴を，

比例定数の符号や絶対値と関連付けて理解している。 

発表 
ノート 

三 

関数 y＝ax２の値

の変化 
（３） 

  

◎ 
 
 
 
 

○ 

・グラフの形状から，関数 y＝ax２の値の増減を読み取る

ことができる。 

・ある区間における関数 y＝ax２の変化の割合を求めるこ

とができる。関数 y＝ax２の値の変化について，１次関数

と比較しながら理解している。 

発表 
ノート 

四 関数 y＝ax２の利

用 
（２） 

 
◎ 
 
 
 

 
○  

・具体的な事象を,関数 y＝ax２を用いて考察することが

できる。 

・実験値の傾向を表やグラフから読み取り，y＝ax２の式

で表すことができる。 

発表 
ノート 

 まとめの問題 
（４） ○  ◎  ・既習の知識や考え方をもとに,課題を解決できる。 

行動観察

ノート 

単元の目標 

指導と評価の計画 

本時の学習 



（２）本時の学習展開 

 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ダイヤグラムの意味を理解する。 
  
 
・課題に取り組む。 
 
 
・考え方と結果を発表する。 
 
 
・グラフ上の点は２つの情報を持
っていることを理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・課題を班で一つ選択し取り組む。 
 
 
・対応表をつくり,計算した結果を
もとに点を糊で貼る。 
 
・完成したものを発表しあう。 
 
 
 
 
・グラフとは何かをまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教具を使い,列車が時間と 
ともに動く様子を示す。 

 
・班で意見を出し合いながら,課題

に取り組ませる。 
 
・各設問に対する解答を,発表しあ

う。 
 
・時間と位置という２つの情報を
あわせ持っていることを確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・模造紙とロング対応表,点（折り
紙を■▲●に切ったもの多数）を
準備し,電卓とともに各班に配布
する。 

 
 
・「グラフとは    のようなも
の」と形容させ，グラフが点の集
まりであることを表現させる。 

 
 
・対応する２つの情報を点によっ
て表し,それをたくさん集めてで
きるものがグラフであることを
確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・グラフ上の点
が２つの情報
をもっている
ことを理解し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・対応表をつく
り ,y＝ax２のグ
ラフをつくる
ことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行動観察 
 
学習プリン
ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行動観察 

１ 本時の目標を確認する。 

○ グラフを読もう・つくろう

う

【課 題】 

（１）列車 A は呉駅で何分停車するか。 

（２）列車 A と列車Ｂはいつ,どこの駅ですれ 

違うか。 

（３）列車Ｂと列車Ｃのグラフの傾きが違うのは 

なぜか。 

（４）列車Ｂと列車Ｃの順序が入れ替わるのは 

なぜか。 

２ グラフ上の点はどんな情報をもっているのか 

３ ２つの情報をもとにグラフをつくろう 

【課 題】次の対応の中から,１つ問題を選択し,２つの情報をたくさん集めて,

グラフをつくろう。 

① 自転車の速度と制動距離   ④  因島大橋の中央からの距離とケーブルの高さ 

② 台風の風速と壁が受ける力 ⑤  パラボラアンテナの中心からの距離とお椀の高さ 

③ 身長と標準体重      ⑥  ウサイン・ボルトの２秒間 

４ 今日の学習を振り返る。 

A 

Ｂ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｃ 



 

 

 

 
課題となっている平成２１年度全国学力・学習状況調査の次の問題に再度取り組ませ，通過率と誤答

の状況を分析する。実施時期は授業から１ヶ月後の１１月中旬とした。 
 
３ 蛍光灯の値段が１０００円，１０００時間分の電気代が２２０円，寿命が１００００時間のとき 

 

 
 

 正答率 

本 校 58.8％ 

広島県 61.5％ 

全 国 61.7％ 

 
 
 
 
 
 

全国学力・学習状況調査の時点では６０％に満たない通過率であったが，授業後約２０％上昇し， 
８０％近い生徒が正解している。逆に誤答の最上位であった イ を選択した生徒は１７％減少している。

誤ってイを選択する原因として，電球の代金１０００円から上の部分の電気代２２０円に注目し，x 軸

からの高さに注目していないために，「電気代だけ」とまちがえていることがあげられる。イと答えた

生徒の割合が低下したことから，授業実施後は，単に切片との差の２２０円だけでなく，１０００円分

の高さも代金に含まれることが意識されるようになったと考えられる。以上から，授業におけるグラフ

の読み取り活動から，点のもつ２つの情報を意識して考えられる生徒が増えたと判断できる。 
 一方，選択肢 オ を選択した生徒が若干増えたこと，また，無答率も増えており，問題の読み取りが

十分にできていないことや，課題に取り組もうとする意欲の面で課題がある。 

解答類型 ア イ ウ◎ エ オ 
左記 

以外 
無解答

本校の割合

（％） 
8.8 21.6 58.8 5.9 3.9 0.0 1.0 

授業後の割

合（％） 

5.7 

▼3.1 

4.5 

▼17.1

78.4 

△19.6

3.4 

▼2.5 

4.5 

△0.6 
0.0 

3.4 

△2.4 

全国の割合

（％） 
6.2 20.3 61.7 6.9 3.6 0.0 1.2 

検  証 

検証の方法 

検証結果 

分析・考察 


